
皆さんの「声」を聞かせてください！

　今回は、中山町消防団の方々にお集まりいただきました。
子育てが一段落した皆さんから、これまでの暮らしの中で実
感していることや改善点、そして消防団活動をとおして感じ
ている課題等を語っていただき、さまざまな話題が出て盛り
上がりました！まだまだ働き盛りの消防団世代ですが、周り
に高齢世帯も増えてきて、気になることもあるようです。 

中山町消防団の皆さんの話①

中山町公共施設再配置検討のための町民インタビューのレポートをお届けします！ vol.
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中山町は
コンパクト

消防団活動が
スムーズにできて、
消防団にとっては
大きなメリット

災害時も
状況が把握しやすい

話が
まとまりやすい

顔の見える関係が
地域の中にある

ゆららに行くと
顔見知りの人が居るので
落ち着かない (笑 )

町の小ささが
　　　　　　　を生んでいる

車さえあれば
便利！

どこに行くにも
近い 町外に出れば、

選択肢が多い

公共交通は
少ないけれど、
「不便」 という
ほどではない

将来的に
免許返納を考えると
心配な現状ではある

という現状がある

町内には
食べる場所が
少ない

子どもと
出掛けるのは
町外

飲み屋も
少ない…

最近気になるのは空家の増加
このあたりは、

一人暮らしで一軒家に
住んでいる人も多い

だんだんと
周りに

空き家が増えてきた

管理されないままで
空き家が放置されると
とても危ない

子どもの通学時に
危ないと思う

空き家も発生している

空き家は
個人で面倒を見るのは
限界があると思う

個人の問題にせず、包括的な取り組みを期待

中山町は
山形市に比べて、
価格的に

土地を求めやすい

若い世帯が
一時的に住むのにも

中山町は
適していると思う

空き家解消と
移住促進を
絡めた対策を
期待したい

「車がないと不便」
暮らしの安心感

町の中に
魅力をつくる
必要がありそう

中山町が
どういうところなのか
知らないと、
よその人は

「住んでみよう」
とはならないよね？

でも、
魅力がない
わけではない！不安も

ある！

小さいわりに
スポーツ施設が
充実しているのは
魅力的！

芋煮会は、
山形市のほうが
盛り上がっている

中山町の魅力、ちゃんと伝わってる？

歴史民俗資料館は
よく分からないから

行かない

せっかくの魅力が伝わっていないのは、
アピールが下手だから？？

中山町は
すももの

名産地なのに、
知らない町民が多い

スポーツクラブの活動を
知らない人もいて、
もったいない

魅力を共有できる状況をつくることが大事！

山辺町は
アピールが

上手に見えるなぁ

このままだと、
新たに施設をつくっても

広く町民に知られないのでは？

さまざまな
行政サービスの
デジタル化を
進めてほしい



　中山町は、山形県で一番面積が小さい町
（31.15 ㎢）です。このコンパクトさは、消防団
の皆さんにとっては「状況が把握しやすい」「避
難誘導や消火活動がスムーズにできる」とメリッ
トが多いようです。また、地域コミュニティも
まとまっていて「話がしやすい」「顔の見える関
係があって安心」という声も聞かれました。また、
「小さい町なのに、スポーツ施設が充実している」

「スポーツクラブでいろんな体験ができる」とい
う点も暮らす上での満足度につながっているよ
うでした。
　商業施設等は「車があれば、町外にたくさん
の選択肢がある」という話でした。しかしながら、
「車が運転できるうちは」という条件付きのメ
リットであるため、町内での選択肢が限られて
いることに対する不満も垣間見えました。

コンパクトな町だからこそ安心が生まれる
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　暮らしている中で「だんだんと空き家が増え
てきた」「一人暮らしで一軒家に住む高齢者も多
く、今後が心配」という声も聞かれました。実際、
空き家になったまま長らく放置されている事例
もあり、「個人や家族だけで対応するのには限界
がある。行政も一緒になって考える段階に来て
いるのでは」という意見が出ました。
　中山町では、高校 3 年生までの医療費無償化

や小・中学校での給食費無償化等、子育て支援
に力を入れています。こうした背景を踏まえて、
「中心部での空き家対策として、子育て世代の移
住者に積極的に空き家に住んでもらってはどう
か」「中山町はどこにでも近いから、子育て世代
にとっては暮らしやすい」等、若い世代の移住
促進と空き家対策を絡めた課題解決に期待が寄
せられました。

増えてきた空き家への包括的な対策を

　「中山町はどこにでも近い」という利便性への
評価は、「町の中には魅力がない」「町の外に出
るしかいない」という状況と表裏一体であるこ
とも明かされました。「『芋煮会発祥の地』といっ
ても、山形市のほうが盛り上がっている」「行政
のイベント情報を知らない町民も多い」「歴史民
俗資料館は近寄りがたい」等々、せっかくの魅
力を伝えきれてないのではないかという意見も

多く、このようにアピールがうまくないままだ
と、「良い施設をつくったとしても、町民に伝わ
らずに利用者が限定されてしまう」という懸念
があるという意見も出ました。
　魅力も含めて、積極的に町の情報を発信して
いく体制を整え、町全体で「これから」を共有
しながら考えていくことが、より良い施設の検
討につながりそうです。

アピール下手？！魅力の積極的発信に期待
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公共施設再配置計画については、その必要性が「第 6 次中山町総合発展計画」にて説明されて
います。以下URLまたは、右記コードよりご確認ください。
◎中山町「第6次中山町総合発展計画を策定しました」
　https://www.town.nakayama.yamagata.jp/soshiki/seisaku/machidukurisuishin/214.html
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